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   オ広 20-015 

ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ    平成 21 年 3 月 2 日 

財団法人オイスカ 

 

「富士山の森づくり」推進協議会 

総会・モニタリング報告会の開催 
2009 年 3 月 5 日（木） 13：00～14：00 総会 

               14：30～16：30 モニタリング報告会 

 

【「富士山の森づくり」総会・モニタリング報告会とは】 

 企業や行政、森林組合とオイスカ（NGO）など計 23 団体が協働で行う「富士山の森づくり」により醸成され

る技術・ノウハウを広く普及するための推進協議会が、年に一度実施する報告会です。 

 

【総会・モニタリング報告会概要】 

■ 日時：2009 年 3 月 5 日（木） 

13：00～14：00 総会 

▲「富士山の森づくり」推進協議会活動方針ならびに平成 20 年度活動報告 

平成 21 年度活動計画について 等 

 

14：30～16：30 モニタリング報告会（一般公開） 

▲2008 年度モニタリング調査報告 

－山梨県森林総合研究所 長池主任研究員－ 

－富士森林施業技術研究所 松崎理事－ 

－富士森林施業技術研究所 安藤研究員－ 

 

▲富士山の森づくりが育む地域雇用 

－山梨県森林整備生産事業協同組合 三井専務理事－ 

              

■場所：東京農業大学 世田谷キャンパス 1 号館 210 号教室 

〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1 

（地図詳細は別紙参照） 

 

■問合せ先：財団法人オイスカ内「富士山の森づくり」推進協議会 事務局 

〒168-0063 東京都杉並区和泉 3-6-12 

  TEL 03-3322-5161  FAX 03-3324-7111 

担当 大木 oki@oisca.org 菅原 ksugawara@oisca.org 

オイスカHP:http://www.oisca.org 

mailto:oki@oisca.org
mailto:ksugawara@oisca.org
http://www.oisca.org/


【「富士山の森づくり」推進協議会とは】 

「富士山の森づくり」を進めていくに当たり、多くの方にプロジェクトの目的や内容を理解していただき、森林

の重要性や林業に関心をもっていただくこと、また、協働の森づくりによって醸成される技術・ノウハウを関係

者が共有し、広く普及していくことを目的に、2008 年 3 月 5 日に発会。下記の協議を行っています。 

 

1)「富士山の森づくり」プロジェクト実施計画の検討・連絡調整・連携強化 

2）実施に伴う調査・研究成果情報の発信、持続可能な森林再生ノウハウ技術の普及 

3）協働による「富士山の森づくり」がもたらす森づくりシステムの普及 

4）地域の活性化 

5）森林に関する普及開発活動 

6）培われた技術・ノウハウの民有林整備への活用     など 

 

＜協議会メンバー＞ 

東京電力株式会社、いすゞ自動車株式会社、オルビス株式会社、株式会社 pdc、KDDI 株式会社、昭和シェル石

油株式会社、鈴健興業株式会社、株式会社ニコン、豊田通商株式会社、日本再共済生活協同組合連合会、日

本鉄道労働組合連合会、山梨県森林環境部、山梨県森林総合研究所、東京農業大学、山梨県鳴沢村、富士

森林施業技術研究所、林野庁関東森林管理局山梨森林管理事務所、山梨県森林整備生産事業協同組合、山

梨県林業団体協議会、鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合、信濃化学工業株式会社、富士急トラベル株

式会社、財団法人オイスカ （順不同） 

  

＜発起人＞ 

東京電力株式会社、財団法人オイスカ  

 

【「富士山の森づくり」とは】 

2007 年 4 月、オイスカは山梨県や複数の企業・団体と協働して「富士山の森づくり」をスタートさせました。事

業地の富士山北麗域は、2004 年から山梨県によるシラベ林虫害対策事業（列状間伐を行い、針広混交樹林へ

の「天然更新」を促す）が進められており、本プロジェクトは県の被害対策と連携し、列状間伐を行った箇所に、

広葉樹の植栽を行い、天然更新よりも早く森林の再生ができるように取り組んでいるものです。 

オイスカが県や複数の企業・団体間の調整役となり協働する事で、まとまった資金と人手により 100ha という

広域を対象に、目標・手法を統一したかたちで森づくりを行うことができます。また、大勢の方への意識啓発も期

待でき、地域の活性化にも寄与できると考えています。 

昨年に引き続き、本年 5、6 月にも参加企業・団体の職員などがボランティアで植林作業を行います。なお、ボ

ランティアによる植栽、下草刈りなどの活動は 10 年間を計画しており、本年はその 3 年目にあたります。 

「富士山の森づくり」詳細は専用 web へ： http://www.oisca.org/project/japan/fuji.html 
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植林地（2～3 合目）から見た富士山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電車でお越しの場合 
小田急線 経堂駅 もしくは千歳船橋駅より 東急田園都市線 用賀駅より  
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バスでお越しの場合 

＜渋谷駅～農大前＞（30 分位）  

 小田急バス  

成城学園前駅西口行（渋 24） 

調布駅南口行（渋 26） 

東急バス  

 成城学園前駅西口行（渋 24）  

祖師ヶ谷大蔵駅行（渋 23） 

＜田園調布駅～農大前＞(30 分位）会場 

会場のご案内 東京農業大学 世田谷キャンパス 1 号館 210 号教室  
〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1   


